
平日深夜（０時）時に地震により発災した場合を想定

市町の行動（想定）６　処理業務の進捗管理１　組織体制の構築 ２　情報収集・提供 ３　支援・受援体制の構築 ４　損壊家屋等の解体撤去支援 ５　災害報告書の作成支援

(1) 職員の安否確認

(2) 参集見込みの確認

(3) 組織体制の検討

(4) 連絡手段の確認

(5) 移動手段の確保

(2) 参考情報の提供

(5) 関係者との情報共有 (1) 民間事業者団体との調整

(1) 災対本部情報の収集

(3) 聞き取り

調査

(3) 支援の調整・斡旋

(7) 余力調査

(4) 現場パ ト

ロール

(5) 関係者との情報共有

(1) 補助金説明会の開催(1) 公費解体に係る説明会の開催

(2) 公費解体に係る参考単価

の提示

(2) 処理の進捗管理(2) ヒアリング

(3) 模擬査定

(4) 災害査定

(3) 聞き取り

調査

(4) 現場パ ト

ロール

(2) 受援体制の構築
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(6) 住民等への広報

(4) 市町等と民間処分事業者間

での協議

(1) 安全確保及び庁内の体制整備

(2) 被害状況の把握

(3) 生活ごみ・避難所ごみ・し尿の

処理体制の確保

(4) 仮置場の確保

(8) 災害廃棄物処理体制の確立

(7) 仮置場の設置・運営

(6) 住民への周知

(5) 災害廃棄物の回収戦略の決定

○ 目的：令和元年東日本台風の経験から得られた教訓等を活かし、今後起こりうる大規模災害における災害廃棄物処理につい
て、その処理主体である市町に対して県が実施すべき支援等の必要な事項に関する具体的な対応方法を示すことによ
り、災害時の適正かつ迅速な廃棄物の処理に資することを目的とする。

○ 位置づけ：「栃木県災害廃棄物処理計画」を踏まえ、災害廃棄物処理に関する県（資源循環推進課及び各環境森林（管理）事
務所）の具体的な役割と対応を示す。

○ 処理体制
・ 資源循環推進課：広域連携、進捗管理
・ 環境森林（管理）事務所：被災市町への技術的支援、現地確認

○ マニュアルの見直し：上位計画等の見直しや、今後実施する訓練や実際の災害対応から得られる課題等を踏まえ、必要に応
じて、随時マニュアルの見直しを行う。

１ 総則
○ 内部組織体制

資源循環推進課

総務担当 市町支援担当調整担当

・庁内、関係機関との

連携・調整

・進捗管理

・広報等

・事務受託の調整

・県処理実行計画・処

理方針の策定

・民間事業者団体と

の

連携・調整

・被害情報及び支援

ニーズの把握

・技術的支援・助言

・公費解体支援

・国庫補助事務

・市町処理実行計画

策定支援

・被害情報及び支援

ニーズの把握

・技術的支援・助言

環境森林（管理）

事務所

２ 災害時の対応

(1) 県災害廃棄物処理実行計画・

処理方針の策定

(6) 住民等への広報

(1) 災対本部情報の収集

栃木県災害廃棄物対応マニュアルの概要
R6(2024).3 環境森林部資源循環推進課

情報収集・提供の継続

支援・受援体制の継続


